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埼⽟県⽴⼤学研究・地域活動シーズ2022-2023

当事者との共同創造による精神科作業療法授業の開発
作業療法学科

精神科作業療法、精神科デイケア、ＷＥＢモニタ

上原 栄⼀郎 准教授

精神科、作業療法、当事者、授業
https://www.spu.ac.jp/academics/db/tabid334.html?pdid=280ueha

研 究 概 要
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アピールポイントなど

現在、⼤学における精神科作業療法の授業では、当事者の⽅々の参画が⼀部ですが実現
しています。今後さらに当事者の参画度合いを⾼める必要性を感じていますが、それらは
⼗分に検証されているわけではありません。専⾨職教育は専⾨域の教員が⾏うのは当然か
もしれませんが、諸外国においては当事者が教育に参画する度合いは⽇本より⾼く成果を
収めています。こうした当事者との共同創造による授業の開発をシラバスの作成から、教
育実施、学⽣の評価までを⼀緒に⾏い、授業の効果や課題を明らかにします。

作業療法⼠のみならず、精神科領域の関係者とのネットワークを⼤事に考えております。
精神科看護領域における教育者をはじめ、当事者との共同創造授業に関する情報交換を進
めています。また領域問わず当事者との共同創造授業に関⼼をお持ちの⽅との交流を願い
ます。その他、当事者や精神科領域の臨床家とのネットワークをＷＥＢで展開しています。

●当事者との共同創造による精神科作業療法授業の開発に関する講座
（当事者、家族向け講座）
・「今の⼤学の授業では何を教えているのか︖」

授業を体験し当事者から意⾒をいただきます
・「海外の⼤学の当事者参画授業の⽅法って︖」

国内外の先進的な取組を流れや効果を知って学びます
・「今の⼤学の教育の流れを知る」

⼀般的な教育⽅法などから改善点のヒントを得ます
・「あなたの伝えたいこと検討会」

グループで授業の内容に関して共同創造し意⾒交換します
・「学⽣と語りあおう」

様々な学年の学⽣と授業を共同創造し意⾒交換します
・「授業をやろう︕」

実際の学⽣に授業を⾏いその効果や課題を体感します
（専⾨職、教員向け共同研究講座）
・「当事者との共同創造する授業のポイント」

未だ⼗分な検証が伴わない共同創造授業に関し相互研鑽を進めます
・「海外の⼤学の当事者参画授業の⽅法って︖」

国内外の先進的な取組の流れや効果を知って学びます
・「ＷＥＢモニタを活⽤した調査」

ＷＥＢモニタには精神科領域のみならず各種疾患モニタが登録されています
その活⽤⽅法の実際をお伝えします


